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　当社は、平成28年3月期 第4四半期連結会計期間において、特別利益及び特別損失を計上するとともに、平成

27年10月29日に公表いたしました平成28年3月期通期連結業績予想について、下記の通り修正いたします。

１. 特別利益の内容

　　　当社は、連結子会社である北海製罐株式会社、株式会社日本キャンパック及び株式会社西日本キャンパッ

　　クは、重要なお客様の飲料事業からの撤退により、今後の経営及び事業運営に影響が想定されること等から

　　当社はその補償金について、当該お客先様と交渉を進めてまいりました。

　　　本日、合意書を締結したことにより、平成28年3月期 第4四半期連結会計期間において受取補償金として

　　1,961百万円（連結）を特別利益に計上する見込みとなりました。

２. 特別損失の内容

　　　当社の連結子会社である北海製罐株式会社等において、収益性の低下がみられた飲料缶生産設備及び遊休

　　設備等について、投資額の回収が見込めなくなったため、平成28年3月期 第4四半期連結会計期間において

　　減損損失として686百万円（連結）を特別損失に計上する見込みとなりました。

３. 平成28年3月期通期 連結業績予想数値（平成27年4月1日～平成28年3月31日）

（金額の単位：百万円）

前回発表予想（Ａ）

今回発表予想（Ｂ）

増減額（Ｂ－Ａ）

増減率（％）

（ご参考）前期実績

４. 修正の理由

　　平成28年3月期通期連結業績予想

　　　容器事業及び充填事業の売上高は前回予想を下回る見込みとなりましたが、固定費等の削減並びにエネル

　　ギーコストの低下などにより、営業利益・経常利益ともに前回予想を上回る見込みとなりました。また、前

　　述の「１.特別利益の内容」及び「２.特別損失の内容」に記載の通り、平成28年3月期 第4四半期連結会計

　　期間において受取補償金及び減損損失を計上することから、平成28年3月期通期連結業績予想を修正いたし

　　ます。

※上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の実績は、

　今後様々な要因によって予想数値と異なる場合があります。

　 　　　以　上

特別利益及び特別損失の計上並びに

平成28年3月期通期連結業績予想の修正に関するお知らせ

記

売上高 営業利益 経常利益 親会社株主に帰属する
当期純利益

1株当たり
当期純利益

円　銭

122,000 3,400 4,300 2,300 34.19

55.01

△ 3,000 800 1,000 1,400

（平成27年3月期） 152,931 816 1,652 △ 4,805

119,000 4,200 5,300 3,700

△ 71.45

△ 2.5% 23.5% 23.3% 60.9%


